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三洋化成工業株式会社

１．経営成績

（１）売上高は、需要の回復による販売数量の大幅な増加により、連結で前年同期比２１．５％増の６７３

　　　億円と好調に推移しました。

（２）利益面では、世界的に需要拡大を続ける高吸水性樹脂をはじめ、各セグメントで売上高が大幅に増加

　　　し、連結経常利益では前年同期比約２．６倍の５６億円となりました。

（３）中間配当は、前期末配当と同じ１株当り７円５０銭とさせていただきます。

２．分野別連結売上高

３．分野別連結営業利益

２０１０年度第２四半期（４－９月）決算の概要

　　　　　（単位：億円）

２００９年 ２０１０年 ２００９年 ２０１０年

第２四半期累計 第２四半期累計 第２四半期累計 第２四半期累計

売 上 高 ５５４ ６７３ ２１.５ ３８５ ４６５ ２０.８

営業利益 ２２ ５２ １３１.９ ９ ２７ １９１.２

経常利益 ２２ ５６ １５７.１ １７ ３７ １２５.６

当期純利益 ９ ３２ ２６８.４ １２ ２７ １２５.５

連　結 単　体

伸び率(%） 伸び率(%）

（単位：億円）

売上高 構成比(%) 売上高 構成比(%) 増減 伸び率(%)

生 活 ・ 健 康 産 業 関 連 ２１３ ３８.５ ２４１ ３５.９ ２９ １３.５

機 械 ・ 輸 送 機 産 業 関 連 １１６ ２１.０ １５２ ２２.６ ３６ ３１.０

ﾌﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ・繊維産業関連 ７２ １３.０ ９０ １３.４ １８ ２４.８

情報・電気電子産業関連 ８４ １５.２ １１１ １６.６ ２７ ３２.５

環境・住設関連、その他 ６８ １２.３ ７７ １１.５ ９ １３.３

合　　　　計 ５５４ １００.０ ６７３ １００.０ １１９ ２１.５

２００９年第２四半期累計 ２０１０年第２四半期累計 前年同期比

（単位：億円）

２００９年 ２０１０年 前年同期比

第２四半期累計 第２四半期累計 増減

生 活 ・ 健 康 産 業 関 連 １６.８ ２４.１ ７.３

機械・輸送機産業関連 △　１.６ ５.０ ６.６

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・繊維産業関連 ５.１ １０.６ ５.５

情報・電気電子産業関連 ４.１ １１.２ ７.１

環境・住設関連、その他 △　２.０ １.１ ３.１

合　　　　計 ２２.５ ５２.１ ２９.６



４．連結営業利益の増減分析（前年同期比）

５．配当の状況

６．２０１０年度業績予想

第２四半期（４－９月）業績が７月２６日の発表値を上回り、１０－３月も円高等の懸念材料はある

ものの、需要が堅調に推移すると想定されるため、年間業績予想を下表の通り上方修正しました。

<業績予想の前提条件> 　為替レート：85円/＄、国産ナフサ価格：４万５千円/KL

７．トピックス

（１）三大雅精細化学品（南通）有限公司での増設

 当社の連結子会社であるサンダイヤポリマー株式会社（当社６０％、三菱化学株式会社４０％）が、

 高吸水性樹脂の需要増に対応するため、同社の１００％出資による中国現地法人｢三大雅精細化学品

 （南通）有限公司｣（以下ＳＤＮ）で生産能力を倍増することを決定し、順調に建設中であります。

 今回の増設は７万トンで、既存の生産設備と合わせてＳＤＮの生産能力は、年間１３．５万トンと

 なります。今年６月に着工、来年７月に稼動の予定で、設備投資額は約４３億円を予定しています。

　

（２）衣浦工場でＡＯＡ生産設備の稼動

 自動車シートクッションに使われるポリウレタンフォーム用原料などの需要回復に対応し、衣浦工

 場（愛知県半田市）において今年１０月からアルキレンオキシド付加重合物（ＡＯＡ）製品の生産

 を開始しました。

 同設備の生産能力は年間３．６万トンで、当社グループのＡＯＡ関連製品の生産能力は合計で年間

 約２０万トンになります。

以　　上

配当性向

中　　間 期　　末 年　　間 （連結）
　円 銭 　円 銭 　円 銭 ％

２００８年度 7.50　 5.50　 13.00　 －　

２００９年度 5.50　 7.50　 13.00　 56.4
２０１０年度

（予想）

１株当たり配当金

7.50　 7.50　 15.00　 29.0

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

億円 億円 億円 億円 円 銭

修正前 １,３３０　 ８６　 ９０　 ５１　 ４６．２３

修正後 １,３５０　 ９４　 １００　 ５７　 ５１．６７

修正前 ９２０　 ４６　 ６６　 ４５　 ４０．７９

修正後 ９３０　 ４７　 ６７　 ４６　 ４１．７０

連　結

単　体
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製品値上げ 円高による 原料値上り 数量効果 ｺｽﾄﾀﾞｳﾝ他 固定費減少

手取り減

前年同期比：29.6億円増益
（億円）

’10/2Q累計
営業利益

’09/2Q累計
営業利益

製品・原料売買バランス
▲0.3

その他増益要因
+29.9


